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発行 １５．７．２４ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

 

・施策実施にあたり、立会が減少した時間を活用し別に現場を出る機会をつくっていく。 
・現場設備の把握については、保全会議を活用しＢＴの施工内容をＪＲ側に伝えていく。 
 

・試行で進めてきたが、実際に工事が行われるかわからない中で、事前の立会を行った場合
の対応や支払いなどの課題が解消されていない。 

・今後のスケジュール等見通しは経っていない。実施にあたっては確認メモに基づき労使議
論を行っていく。 

 

・今回の施策にあたり関係支社・技術センターからの出向・人事交流は行わない。 
 
 

【通信】電話装置、放送装置、自動火災報知器、通信電源装置 
【配電】蓄電池、非常用発電機、電動ポンプ、高圧開閉器、配電盤（遮断器）、分電盤、ホーム照明 

低圧電源切替器（静止・電磁型）、低圧配電盤、配電線等支持物、電気掲示器、消化ポンプ 

・材料の手配については、ビルテックで支給か業材かを判断する。 

ビルテックの要員不足に伴う人事交流は行わないこと！ 

人事交流の趣旨とは異なるため、ＢＴの要員補充のために人事交流は行わない。 

・ＪＲの監督員は線路閉鎖等について、「鉄道事業者としてお客様と列車の運行を守るため」
チェック行うが、ビルテックの監督員は、作業体制についてのチェックは行うが、線路閉鎖
等のチェックは鉄道施設管理責任がある JRが行うため不要である。 

・本店から支店へ JRのＯＢが指導をしてきている。 
・財産原簿については、ビルテックに施工する際、技セから関係するデータを渡す。財産原
簿の受け渡しは通達の修正を行いフローに追加する。 

・手戻りが発生した場合は、ビルテックの担当者を集め勉強会等を行っていく。 

・確認メモに基づき地本－支社間でも議論を行っていく。 
・施策実施後に問題が発生した場合は改善、必要な見直しを行っていく。 

・今回の施策の実施にあたり、発生している問題など踏まえ支社に伝えていく。 


